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請求番号  P8413 文書番号    173 年代 
大正 11 年 4 月 1 日発行

（1922年） 

史料名  赤い鳥 第 8巻第 4号（4月号） 

形 態  竪 複 製   あり ・ なし （        ） 

備 考 

寄贈の古文書（佐鳥英雄氏収集文書） 

同文書群には、同史料の他、「少年世界」や「少女世界」、「少年倶楽部」など、点数は少

ないが大正期の出版物あり。 

史料概要 

大正期は、都市の発展や知識人の増加、教育の広がり等を背景に、活字文化も発展して

いった。「赤い鳥」はそのような社会の動きの中で、第一次世界大戦後の大正 7年（1918）

に子どものための文学雑誌として鈴木三重吉により創刊された。 

「赤い鳥」は、子どもたちのために芸術として価値のある童話や童謡を創作するという

考えの基に刊行され、文学性の高い内容が特徴的である。 

大正 11 年発行の同史料は、目を引く清水良雄の表紙絵や鈴木三重吉の童話、北原白秋

の童謡などが掲載されており、大正期の大衆文化の発展を読み取ることができる。 

指導要領

(内容)と

の関連 

＜中 歴＞ C-(1)-ア-(オ) 文化の大衆化 

＜高歴総＞ C-(2)-ア-(イ) 大衆社会の形成 

活 用 例 

活用単元 第一次世界大戦前後の国際情勢と大衆の出現（新しい文化と生活） 

活用場面 

 

 

活用方法 

 

 

 

 

 

予想される

生徒児童の

反応など 

・人々の生活様式や意識の変化、雑誌などの大衆文化の普及を読み取る史料として、導

入場面で活用。 

 

・都市の発展や知識人の増加、教育の広がりを背景に、新聞や週刊誌、月刊誌などの発

行が進むなど、活字文化が広がりを見せたことがわかる史料（刊行物）である。文化

の大衆化に大きな役割を果たした「童謡や童話を取りあげた子ども向け」雑誌の発行

について読み取ることがでる。特徴的な内容や挿絵に着目させることで、「大正時代の

新しい文化と生活」の導入として活用を図ることができる。 

 

・生徒の目を引く表紙や、特徴的な挿絵、童謡、童話を提示することで、当時の文化や

その広がりに対する興味関心を高めることができると考えられる。著名な執筆者の文

学作品を、図書室で探すなどの活動の広がりも期待できると考えられる。 

史料画像 裏面参照 
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